
様式２ 

 

学校名（小野市立小野中学校） 

実施日：４月～３月 

領 域：特別活動 

取組名：「小野中ネット・スマホ４か条」の月例アンケート 

対 象：全校生 実施場所：教室、体育館、校内掲示版 

ア ねらい 

 ・ ネット・スマホの使い方を毎月振り返り、ＳＮＳに適切に関わろうとする集団づくりを生徒主

体で行う。 

 ・ ＳＮＳ上の人権侵害に対して、意識を高める態度を育てる。 

イ 指導内容（指導略案）や取組の概要 

 ・ 「小野中ネット・スマホルール４か条（①夜10時には電源を切る ②１日の使用時間は１時間

以内 ③危険なサイトを開いたり、アプリをとったりしない ④人の悪口は絶対に書きこまな

い）」が守れたか、毎月アンケートを行う。 

 ・ 各クラスの生活部がアンケートを集計する。 

 ・ 生徒会生活部長がアンケートの結果を全校朝会で報告、全校生や各学年の改善点を呼びかける。 

 ・ アンケート結果を校内に掲示し、周知させる。 

 ・ アンケート項目には、「小野中ネット・スマホルール４か条」の他に、「フィルタリング設定を

しているか」「家庭でルールを決めているか」等の項目を月ごとに付け加え、あらゆる面から生徒

の実態を調査し、情報モラル向上につなげる。 

ウ 連携先：家庭 

エ 連携にむけての取組 

  ６月７日の学級懇談会で、学級や学年のＳＮＳの現状を担任から報告。家庭での様子を保護者間 

で懇談した。 

オ 組織的な取組とその点検・評価を行ううえでの工夫点 

  クラス別のアンケート結果を担任に配布し、各学級でも啓発する。特に、「④人の悪口は絶対に書 

きこまない」が守れていない生徒がいる場合は、学級全体に注意喚起をする。 

カ 評価の方法 

  アンケート結果 

キ 成果 

 ・ 毎月、ＳＮＳの使い方について振り返りを行うことや、学級・学年の現状を定期的に把握でき

ることで、生徒教師双方が課題意識を保てる。 

 ・ 定期的に報告する場を設けたことで、注意喚起や情報発信がしやすくなった。 

 

ク 課題 

毎月、情報モラル向上の呼びかけを生徒会生活部長が朝会で行ってきたが、より生徒主体の取組 

にするために、各学級の生活部からも呼びかけができるよう、指導をしていく必要がある。また、

ＳＮＳの使用時間の遵守のみにとどまらず、人権意識の向上を主眼に置いて今後も取り組んでいく。 

 


